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は
じ
め
に

『
蜻
蛉
日
記
』
の
作
者
、
道
綱
母
は
、
摂
関
家
の
御
曹
司
で
あ
る
兼
家
と
結

婚
し
、
翌
年
兼
家
の
次
男
の
道
綱
を
生
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
子
に
は
恵

ま
れ
ず
、
兼
家
の
以
前
か
ら
の
妻
・
時
姫
や
、
次
々
と
新
し
く
現
れ
て
く
る
妻

た
ち
の
な
か
で
、
夫
の
足
が
遠
ざ
か
る
こ
と
に
よ
る
悲
哀
や
嘆
き
な
ど
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
つ
い
に
兼
家
が
通
わ
な
く
な
り
夫
婦
関
係
が
絶
え
る
。
こ
の
一

連
の
結
婚
生
活
の
様
子
を
記
し
た
日
記
が
『
蜻
蛉
日
記
』
で
あ
る
。

作
品
中
で
夫
と
の
関
係
に
悩
ま
さ
れ
る
道
綱
母
は
、
何
度
も
物
詣
や
祓
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
他
の
日
記
文
学
に
も
物
詣
記
事
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

寺
社
仏
閣
へ
の
物
詣
を
通
ず
る
こ
と
で
作
者
の
感
情
や
書
き
ぶ
り
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
る
。
中
で
も
『
蜻
蛉
日
記
』
中
巻
の
大
部
分
を
占
め
る
「
鳴

滝
籠
り
」
記
事
か
ら
は
前
述
の
と
お
り
様
々
な
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で

は
物
語
文
学
と
は
ま
た
違
っ
た
魅
力
を
持
つ
日
記
文
学
『
蜻
蛉
日
記
』
の
中
で

も
よ
り
作
者
に
近
づ
け
る
だ
ろ
う
物
詣
記
事
に
注
目
し
た
い
。

本
稿
で
は
『
蜻
蛉
日
記
』
全
巻
に
お
け
る
物
詣
記
事
を
「
鳴
滝
籠
り
」
の
記

事
を
中
心
に
分
析
し
、
日
記
文
学
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
物
詣
記
事
の
存
在

意
義
、
作
者
と
し
て
の
道
綱
母
、
そ
し
て
作
品
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

一　

物
詣
と
は

『
蜻
蛉
日
記
』
に
は
上
・
中
・
下
巻
に
わ
た
っ
て
計
十
数
回
も
の
物
詣
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
物
詣
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
表
す
言
葉
な
の
か
。

言
葉
の
意
味
を
確
認
す
る
と
、
一
般
的
に
「
寺
社
仏
閣
へ
参
拝
す
る
こ
と
」
で

あ
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
の
物
詣
記
事
を
見
る
と
、
日
帰
り
で
終
わ
る
場
合
と
何

日
か
日
数
を
か
け
て
泊
り
が
け
で
行
わ
れ
る
場
合
の
二
パ
タ
ー
ン
あ
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
ま
た
寺
社
へ
の
参
詣
は
、
男
女
・
貴
賤
・
老
若
問
わ
ず
幅
広
い

人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
も
の
で
、
現

代
の
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
物
詣
と
作
品
執
筆
当
時
で
あ
る
平
安
時
代
の
物

詣
で
は
認
識
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
物
詣
に
つ
い
て
沢
田
正
子
氏
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

今
日
、
寺
社
へ
の
参
詣
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
墓
参
で
あ
り
、

次
い
で
初
詣
な
ど
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
寺
院
が
対
象
で
あ
る
が
、
一
般
に

そ
の
寺
の
仏
、
本
尊
を
礼
拝
す
る
よ
り
眠
る
個
人
た
ち
の
霊
を
慰
め
る
こ

と
が
主
眠
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
神
社
、
仏
閣
双
方
に
共
通
で
、
神
仏
に

『
蜻
蛉
日
記
』
論

―
「
鳴
滝
籠
り
」
を
中
心
と
し
た
物
詣
記
事
に
つ
い
て

―
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年
の
始
め
に
あ
た
り
一
年
の
幸
い
や
平
安
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
平

安
期
な
ど
に
は
寺
へ
の
墓
参
り
の
風
習
は
な
く
、
物
詣
と
い
え
ば
も
っ
ぱ

ら
後
者
の
形
に
近
い
が
、
そ
の
実
態
は
現
代
以
上
に
多
様
で
あ
る
。

　

当
時
の
物
詣
は
参
詣
、
参
籠
と
い
う
宗
教
的
、
信
仰
上
の
目
的
の
他
に

行
楽
、
心
身
の
解
放
の
好
機
と
い
う
意
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
貴

族
の
女
性
た
ち
は
邸
内
と
い
う
狭
い
生
活
空
間
に
埋
没
し
て
日
常
を
送
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
、
外
な
る
世
界
、
野
外
へ
の
憧
れ
も

一
入
で
あ
っ
た⑴
。

こ
の
よ
う
に
物
詣
に
は
、
私
た
ち
が
初
詣
や
寺
社
仏
閣
を
参
拝
す
る
と
き
の
よ

う
に
祈
念
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
楽
や
心
身
の
解
放
と
い
う
意
図
も
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
当
時
の
女
性
た
ち
は
あ
ま
り
外
出
す
る
機

会
も
な
く
、
自
由
に
一
人
で
出
か
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
参
詣
・
参
籠
と
い
っ
た
宗
教
的
・
信
仰
的
名
目
の
ほ
か
に
も
行
楽
的
要
素

や
気
分
転
換
的
要
素
は
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
増
田
繁
夫
氏
は
当
時

の
貴
族
女
性
た
ち
の
物
詣
に
つ
い
て
『
日
本
の
作
家
９　

右
大
将
道
綱
の
母
』

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ひ
た
す
ら
神
殿
の
奥
深
く
籠
っ
て
、
毎
日
を
薄
暗
い
世
界
に
暮
ら
し
て

い
た
貴
族
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、
物
詣
は
単
に
空
間
的
に
広
い
外
部
の
世

界
に
出
る
機
会
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
眼
前
の
未
知
の
世
界
に
ふ
れ

る
こ
と
で
、
改
め
て
日
ご
ろ
の
狭
い
世
界
に
身
を
置
い
て
い
る
わ
が
身
を
、

客
観
的
に
ふ
り
返
っ
て
見
る
機
会
で
あ
る
と
い
う
点
で
も
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
。
現
代
に
お
い
て
も
旅
の
も
つ
第
一
の
意
味
は
、
日
ご
ろ
身
を
置

く
日
常
的
な
世
界
か
ら
一
時
的
に
外
に
出
て
、
改
め
て
遠
く
か
ら
自
己
の

日
常
的
な
世
界
を
見
直
す
視
点
を
得
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

貴
族
女
性
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
の
意
味
が
わ
れ
わ
れ
よ
り
は
る
か
に
大
き

な
も
の
で
あ
っ
た⑵
。

当
時
の
貴
族
女
性
に
と
っ
て
、
た
だ
単
に
外
の
世
界
に
出
る
機
会
で
あ
っ
た
だ

け
で
は
な
く
未
知
の
世
界
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
わ
が
身
を
客
観
的
に
ふ

り
返
っ
て
見
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
旅
に
出
る
の

と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
あ
っ
た
と
す
る
と
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

当
時
の
貴
族
女
性
た
ち
も
、
物
詣
に
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
思
い
を
乗
せ
て
い

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
物
詣
の
意
義
に
つ
い
て
岡
崎
知
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
り
に
も
仏
法
に
心
を
寄
せ
、
み
ず
か
ら
の
菩
提
を
願
う
者
は
、
必
ず
み

ず
か
ら
寺
に
足
を
運
ん
で
参
詣
し
、
読
経
を
聞
き
、
仏
を
お
が
み
、
法
会

に
結
縁
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
莫
大
な
る
功
徳
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
実
際
に
そ
の
寺
な
り
法
会
な
り
に
出
か
け
て
行
つ
て
、
そ
の
寺
の
仏

を
お
が
み
、
そ
の
法
会
に
結
縁
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

参
詣
す
る
こ
と
自
体
が
善
根
で
あ
り
、
功
徳
を
積
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
物
詣
は
神
仏
の
功
徳
利
益
を
求
め
て
実
際
に
そ
の
寺
社

に
歩
み
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
が
一
般
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に

出
向
い
て
行
つ
て
、
半
日
な
り
あ
る
い
は
一
夜
な
り
三
夜
な
り
を
そ
の
寺

の
「
あ
る
じ
の
ほ
と
け
」
の
前
に
「
詣
で
つ
か
う
ま
つ
る
」
こ
と
に
物
詣

の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る⑶
。
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こ
の
見
解
に
は
渋
谷
孝
氏
も
「
作
品
形
成
の
契
機　

蜻
蛉
日
記
：
物
詣⑷
」
の
中

で
賛
同
し
て
い
る
。
仏
法
に
心
を
寄
せ
て
菩
提
を
願
う
な
ら
ば
、
遠
い
地
か
ら

思
い
を
は
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
寺
社
に
赴
き
仏
の
前
で
詣
で
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
い
う
意
見
に
私
も
賛
成
す
る
。
実
際
に
出
向
く
こ
と
で
寺
社
が
持

つ
力
を
取
り
込
む
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
し
、
出
向
い
て
行
い
を
施
す
こ
と
で

功
徳
の
習
得
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
自
ら
寺
社
に
出
向
く
の
な
ら
ば
、

そ
の
道
中
は
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
と
出
会
う
機
会
に
な
り
、
一

種
の
旅
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

で
は
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
物
詣
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
物
詣

の
条
件
を
踏
ま
え
て
全
巻
を
確
認
し
て
み
る
と
、
計
十
八
回
も
の
物
詣
記
事
が

記
さ
れ
て
い
る
（
資
料
一
）。
作
者
で
あ
る
道
綱
母
は
生
涯
宮
仕
え
な
ど
を
せ

ず
、
家
の
外
に
出
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
物
詣
と
い
う
行
為
や
そ

れ
に
伴
い
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
経
験
は
、
道
綱
母
に
と
っ
て
印

象
強
い
出
来
事
で
あ
り
、
忘
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
道
綱

母
に
と
っ
て
印
象
強
い
出
来
事
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
自
ら
の
半
生
を
振
り
返
っ

て
書
か
れ
た
『
蜻
蛉
日
記
』
に
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
鳴
滝
籠
り
の
記
事
は
天
禄
二
年
の
記
述
量
の
約
半
分

を
占
め
、
作
品
中
の
転
換
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
ほ
ど
作
品
全
体
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
部
分
と
い
え
る
。
書
き
手
と
し
て
の
作
者
の
書
き
ぶ
り
は
巻
を
進
め

る
ご
と
に
洗
練
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
成
長
も
記
述
を
追
う
と
分
か
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
対
読
者
意
識
も
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
よ
り
一
層
日
記

文
学
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
作
者
と
し
て
成
長
し
て
い
く
道
綱
母
の
姿
は

物
詣
記
事
の
執
筆
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
資
料
一　
『
蜻
蛉
日
記
』
の
物
詣
一
覧
）

『
蜻
蛉
日
記
』
中
に
見
ら
れ
る
道
綱
母
の
物
詣
記
事
を
大
小
か
か
わ
ら
ず
抽

出
し
た
。
項
目
と
し
て
、
行
き
先
（
物
詣
の
対
象
）、
年
月
、
場
所
、
収
載
さ

れ
て
い
る
巻
・
段
、
動
機
（
き
っ
か
け
）、
和
歌
の
有
無
、
自
然
描
写
の
有
無
、

同
行
者
、
日
数
、
手
段
、
備
考
（
目
的
や
内
容
な
ど
）
を
立
て
た
。

〈
参
考
〉

・
岡
崎
知
子
「
平
安
朝
女
性
の
物
詣
」（『
国
語
と
国
文
学
』
四
三
巻
二
号
、
一
九
六
六
年

一
月
）

・
西
木
忠
一
『
蜻
蛉
日
記
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
〇
年
）

・
小
町
谷
照
彦
「『
蜻
蛉
日
記
』」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
五
七
号
一
二
号
、
一
九
九

二
年
一
二
月
）

※
な
お
、
岡
崎
知
子
氏
の
「
平
安
朝
女
性
の
物
詣
」
で
は
、
①
②
⑤
⑦
⑧
⑪
⑭
⑮
⑰
の
記

事
は
行
き
先
（
対
象
）
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
物
詣
研
究
で
は
数
に
含
め
て
い

な
い
。

※
本
文
に
記
述
が
み
ら
れ
な
い
、
ま
た
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て
は

「
？
」
を
付
す
。

※
「
手
段
」
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
移
動
手
段
は
車
が
常
だ
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は

本
文
へ
の
記
述
の
有
無
に
よ
っ
て
判
断
し
、
記
述
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は
「
×
」
を
付
す
。
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行
き
先

年

月
・
季
節

場
所

巻
・
段

動
機

和
歌

自
然

同
行
者

日
数

手
段

備
考

①
山
寺

応
和
二
年

（
九
六
二
）
七
月

京

上
・
三
五

加
持
祈
祷
避
暑

無

無

兼
家

十
日
前
後

×

忌
明
け
の
気
晴
ら
し
も
兼

②
山
寺

康
保
元
年

（
九
六
四
）
秋

京

上
・
四
〇
～

四
四

母
の
加
持
祈
祷

作
者
四
首

兄
一
首

無

母道
綱

十
日
以
上
の

滞
在
と
推
測

×

母
の
死
と
法
事

③
稲
荷

③
賀
茂

康
保
三
年

（
九
六
六
）
九
月

九
月
晦
日

京

上
・
五
五
・

五
六

祈
願
（
遊
山
）

作
者
七
首

（
稲
三
・
賀
四
）
無

？

？

×

和
歌
を
奉
納

④
初
瀬

安
和
元
年

（
九
六
八
）
九
月

奈
良

上
・
六
五

子
宝
成
就
の
宿
願

作
者
一
首

兼
家
一
首

有

供
の
者

十
日
前
後

一
夜
参
籠

車舟

三
日
参
籠
予
定
が
一
夜
に

⑤
唐
崎

天
禄
元
年

（
九
七
〇
）
六
月

滋
賀

中
・
八
五

気
晴
ら
し

お
祓
い

作
者
和
歌
一
首

連
歌
一
首

有

似
た
境
遇
の

人
・
道
綱

一
日

車

同
行
者
は
他
に
侍
女
・
供

人

⑥
石
山

天
禄
元
年

（
九
七
〇
）
七
月

滋
賀

中
・
九
二

身
の
上
の
嘆
き

無

有

供
人

十
日
前
後

三
日
参
籠

徒
歩

車舟

二
泊
三
日
の
よ
う
に
書
か

れ
る

⑦
父
邸
長

精
進

天
禄
二
年

（
九
七
一
）
四
月
一
日

京

中
・
一
〇
五

兼
家
噂
の
女
と
契
り

無

無

道
綱

一
か
月
以
上

車

四
五
条
の
ほ
ど
で
長
精
進

⑧
鳴
滝

天
禄
二
年

六
月
～

京

中
・
百
十
～

一
二
六

し
ば
ら
く
身
を
引
こ

う

十
一
首
内

作
者
四
首

有

供
人

二
十
一
日

車

「
西
山
に
例
の
も
の
す
る

寺
（
般
若
寺
）」
か
。

⑨
初
瀬

⑨
春
日

天
禄
二
年

七
月

奈
良

中
・
一
三
二

父
の
参
詣
に
同
行

作
者
一
首

有

倫
寧

供
人

六
日
程
度

一
夜
参
籠

車舟

つ
い
で
に
春
日
に
立
寄
る

⑩
賀
茂

天
禄
三
年

（
九
七
二
）
閏
二
月
十
日

京

下
・
一
五
〇

誘
わ
れ
て

無

無

誘
っ
て
く
れ
た

人

一
日

×

北
野
、
船
岡
の
あ
た
り
を

め
ぐ
る
。

⑪
人
の
詣

づ
め
る
所

天
禄
三
年

三
月
十
日

？

下
・
一
五
二

知
り
合
い
に
同
行

無

無

知
り
合
い

半
日

昼
頃
帰
宅

車

あ
る
人
の
物
詣
に
同
行
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⑫
清
水

天
禄
三
年

三
月
十
八
日

京

下
・
一
五
三

知
り
合
い
に
同
行

無

無

詣
で
る
人

一
日

車

火
事
と
聞
き
慌
て
て
帰
宅

⑬
賀
茂

天
禄
三
年

四
月
十
日
頃

京

下
・
一
五
五

幣
帛
奉
納
誘
わ
れ
て

無

無

あ
る
人

？

×

伊
尹
と
詣
で
会
う
。

⑭
山
寺

天
禄
三
年

十
月
十
日
過

ぎ
頃

京

下
・
一
六
六

誘
わ
れ
て
見
物

無

無

家
の
者

？

×

鳴
滝
般
若
寺
と
思
わ
れ
る

⑮
人
目
に

付
か
ぬ
所

天
延
二
年

（
九
七
四
）
一
月
冬

京

下
・
一
八
〇

誘
わ
れ
て

作
者
一
首

無

誘
う
人

？

×

あ
る
人
と
物
詣

⑯
賀
茂

天
延
二
年

一
月

京

下
・
一
八
一

？

無

無

？

？

×

⑮
の
三
日
後

⑰
奥
山

天
延
二
年

二
月

？

下
・
一
八
三

お
忍
び
で
行
こ
う

作
者
一
首

無

養
女

二
日
程
度

×

鞍
馬
か

⑱
稲
荷

天
延
二
年

五
月

京

下
・
一
九
五

障
る
こ
と
な
き
に

作
者
三
首

無

同
じ
所
な
る
人

一
日

×

衣
と
和
歌
を
奉
納

二
『
蜻
蛉
日
記
』
中
巻
部
「
鳴
滝
籠
り
」
の
実
態

で
は
、
作
品
の
中
で
最
も
多
く
記
事
量
を
占
め
る
「
鳴
滝
籠
り
」
の
記
事
を

検
討
し
た
い
。
道
綱
母
が
鳴
滝
籠
り
を
決
行
し
た
の
は
、
天
禄
二
年
（
九
七
一
）

年
六
月
四
日
で
あ
る
。
決
行
の
理
由
は
、
兼
家
が
自
分
の
所
を
素
通
り
す
る
こ

と
が
度
重
な
り
、
思
い
出
す
だ
け
で
も
つ
ら
く
し
ば
ら
く
身
を
引
こ
う
、
と
い

う
の
が
考
え
ら
れ
る
。
参
籠
先
は
上
巻
で
も
登
場
し
た
「
例
の
も
の
す
る
寺
」

で
、
鳴
滝
に
あ
る
般
若
寺
と
い
う
こ
と
か
ら
鳴
滝
籠
り
と
総
称
す
る
。
兼
家
は

行
く
と
言
い
な
が
ら
も
訪
ね
て
こ
な
い
日
々
が
続
い
た
の
で
、
兼
家
の
物
忌
が

終
ら
な
い
う
ち
に
出
発
し
よ
う
と
出
立
の
日
時
を
決
め
た
の
だ
。
出
発
の
支
度

を
し
て
い
る
時
に
、
兼
家
が
服
用
し
て
い
る
薬
を
見
つ
け
る
。
そ
こ
に
歌
と
手

紙
を
つ
け
、
道
綱
に
言
付
け
を
頼
み
持
た
せ
た
。
そ
の
手
紙
を
見
て
慌
て
て
書

い
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
に
は
「
思
い
と
ど
ま
る
の
が
良
い
。
相
談
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
今
す
ぐ
そ
ち
ら
へ
行
く
。」
と
書
い
て
あ
り
、
歌

が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
。
道
綱
母
は
手
紙
を
見
て
兼
家
を
待
た
ず
に
出
発
し

た
。山

寺
へ
向
か
う
道
中
は
、
供
人
が
三
人
ば
か
り
付
き
添
っ
て
い
る
こ
と
が
本

文
か
ら
分
か
る
。
以
前
、
兼
家
と
共
に
し
た
物
詣
を
思
い
出
し
涙
に
く
れ
な
が

ら
山
寺
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
山
寺
に
到
着
す
る
と
身
を
清
め
て
か
ら
初
夜
の

勤
行
を
す
る
。
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
ま
る
で
出
家
す
る
か
の
よ
う
な
勤
行
生
活

が
始
ま
る
の
だ
。
途
中
月
の
障
り
に
な
っ
て
寺
か
ら
離
れ
た
建
物
に
降
り
た
が
、

五
日
ほ
ど
で
再
び
御
堂
に
上
が
る
。
御
堂
で
勤
行
す
る
ほ
か
に
は
、
訪
ね
て
き

た
人
と
話
し
た
り
、
手
紙
（
和
歌
）
の
や
り
と
り
を
し
た
り
し
て
過
ご
す
。
訪

ね
て
来
て
く
れ
る
よ
う
な
人
た
ち
は
皆
来
て
は
帰
っ
て
し
ま
い
、
下
山
す
る
に
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も
し
き
れ
ず
悩
ん
で
い
る
う
ち
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
鳴
滝
に

参
籠
す
る
前
の
長
精
進
の
と
き
、
出
家
し
て
気
持
が
救
わ
れ
る
な
ら
尼
に
な
る

の
も
…
と
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
道
綱
母
の
心
に
は
こ
の
ま
ま
出
家
し
て

し
ま
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

そ
ん
な
ふ
う
に
心
を
決
め
か
ね
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
時
、
威
勢
よ
く
兼
家

が
や
っ
て
来
る
。
道
綱
母
の
気
が
動
転
し
て
い
る
間
に
、
道
綱
に
下
山
の
支
度

の
指
示
を
出
し
部
屋
を
片
付
け
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
道
綱
母
は
茫
然
と
し

た
気
持
ち
の
ま
ま
、
兼
家
・
妹
と
同
じ
車
に
乗
っ
て
一
緒
に
下
山
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
「
鳴
滝
籠
り
」
と
い
う
山
寺
参
籠
は
二
十
一
日
（
三
週
間
）

で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
実
態
を
整
理
し
て
み
る
と
物
詣
記
事
描
写
に
お
け
る
ポ
イ

ン
ト
が
見
え
て
く
る
。
他
の
物
詣
よ
り
も
滞
在
時
間
が
長
い
こ
と
も
あ
る
が
、

勤
行
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
心
で
見
て
い
る
も
の
を
描
写
し
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。
ま
た
著
者
と
し
て
の
道
綱
母
も
日
記
が
進
む
ご
と
に
成
長
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
然
描
写
に
注
目
し
て
見
て
い
く
。

【
自
然
描
写
】

鳴
滝
籠
り
の
記
事
の
中
で
は
、
特
に
前
半
部
分
に
自
然
描
写
が
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
対
象
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
日
々
を
過
ご
し
て
い

て
目
に
入
っ
て
来
る
花
や
木
立
、
雲
や
風
物
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
該
当
す

る
箇
所
を
い
く
つ
か
例
に
挙
げ
る
。

Ⅰ　

ま
づ
僧
坊
に
お
り
ゐ
て
見
出
だ
し
た
れ
ば
、
前
に
籬
結
ひ
渡
し
て
、
ま

た
何
と
も
知
ら
ぬ
草
ど
も
繁
き
中
に
、
牡
丹
草
ど
も
い
と
情
け
な
げ
に
て
、

花
散
り
果
て
て
、
立
て
る
を
見
る
に
も
、
散
り
か
は
る
と
よ
、
と
い
ふ
こ

と
を
、
返
し
お
ぼ
え
つ
つ
、
い
と
悲
し
。�

（
中
巻
・
一
一
一
段
）

Ⅱ　

山
め
ぐ
り
て
懐
の
や
う
な
る
に
、
木
立
い
と
し
げ
く
お
も
し
ろ
け
れ
ど
、

闇
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
た
だ
い
ま
暗
が
り
て
ぞ
あ
る
。
初
夜
行
な
ふ
と
て
、

法
師
ば
ら
そ
そ
け
ば
、
戸
お
し
開
け
て
念
誦
す
る
ほ
ど
に
、
時
は
山
寺
わ

ざ
の
、
貝
四
つ
吹
く
ほ
ど
に
な
り
に
な
り
。�

（
中
巻
・
一
一
二
段
）

Ⅲ　

木
陰
い
と
あ
は
れ
な
り
。
山
陰
の
暗
が
り
た
る
所
を
見
れ
ば
、
蛍
は
驚

く
ま
で
照
ら
す
め
り
。
里
に
て
、
昔
も
の
思
ひ
う
す
か
り
し
時
、
二
声
と

聞
く
と
は
な
し
に
、
と
腹
立
た
し
か
り
し
ほ
と
と
ぎ
す
も
、
う
ち
と
け
て

鳴
く
。
水
鶏
は
そ
こ
と
思
ふ
ま
で
た
た
く
。
い
と
い
み
じ
げ
さ
ま
さ
る
も

の
思
ひ
の
す
み
か
な
り
。�

（
中
巻
・
一
一
五
段
）

Ⅳ　

か
く
て
あ
る
は
、
い
と
心
や
す
か
り
け
る
を
、
た
だ
涙
も
ろ
な
る
こ
そ
、

い
と
苦
し
か
り
け
れ
。
夕
暮
の
入
相
の
声
、
茅
蜩
の
音
、
め
ぐ
り
の
小
寺

の
ち
ひ
さ
き
鐘
ど
も
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
う
ち
た
た
き
鳴
ら
し
、
前
な
る

岡
に
神
の
社
も
あ
れ
ば
、
法
師
ば
ら
読
経
奉
り
な
ど
す
る
声
を
聞
く
に
ぞ
、

い
と
せ
む
か
た
な
く
も
の
は
お
ぼ
ゆ
る
。�

（
中
巻
・
一
一
五
段
）

Ⅰ
で
は
参
籠
先
の
鳴
滝
般
若
寺
に
到
着
し
て
僧
坊
か
ら
庭
を
眺
め
て
い
た
時
に

最
初
に
目
に
留
ま
っ
た
の
が
牡
丹
草
で
あ
る
。
花
び
ら
が
散
り
は
て
た
状
態
の

牡
丹
草
を
見
て
、『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
を
思
い
浮
か
べ
た
の
だ
。
そ
の
花
に

自
己
を
投
影
し
、
自
ら
の
身
の
上
の
哀
れ
さ
を
感
じ
て
は
悲
し
い
気
持
に
な
っ

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅱ
で
は
闇
夜
の
中
で
見
た
木
立
や
時
刻
を
知
ら
せ
る
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法
螺
貝
が
描
か
れ
て
い
る
。
京
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な
い
山
寺
特
有
の
情
景
が

道
綱
母
の
心
に
印
象
深
く
残
っ
た
ゆ
え
の
描
写
だ
と
考
え
る
。
Ⅲ
は
六
月
の
盛

り
に
な
っ
た
こ
ろ
、
風
情
の
あ
る
も
の
と
し
て
「
木
陰
」
や
「
蛍
」、「
ほ
と
と

ぎ
す
」、「
く
ひ
な
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
鳴
滝
に
い
る
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
風

物
を
見
聞
き
し
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
わ
び
し
さ
が
つ
の
り
物
思
う
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
く
状
態
に
道
綱
母
を
誘
う
の
で
あ
る
。
Ⅳ
は
一
緒
に
長
精
進
を
続

け
て
き
た
道
綱
が
だ
ん
だ
ん
弱
っ
て
来
て
い
る
姿
を
見
て
涙
が
こ
ぼ
れ
が
ち
に

な
っ
て
い
る
時
に
聞
こ
え
て
き
た
音
で
あ
る
。
つ
ら
い
気
持
で
い
る
時
に
耳
に

入
っ
て
来
る
「
夕
暮
の
入
相
の
声
」
や
「
茅
蜩
の
音
」、「
小
寺
の
ち
ひ
さ
き
鐘
」

を
打
ち
鳴
ら
す
音
や
「
法
師
ば
ら
読
経
」
を
あ
げ
た
り
す
る
声
を
聞
く
こ
と
で
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
悲
し
い
気
持
に
な
る
の
だ
。

以
上
の
例
を
見
て
見
る
と
、
京
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な
い
景
物
の
描
写
だ
け

で
な
く
、
日
常
の
中
で
耳
に
し
た
音
や
声
の
描
写
ま
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
自
然
の
景
物
に
自
己
の
感
情
を
投
影
す
る
よ
う
な
描
写
も
見
ら

れ
る
。
上
巻
か
ら
中
巻
に
か
け
て
様
々
な
出
来
事
を
経
て
執
筆
し
て
き
た
こ
と

で
、
作
家
と
し
て
成
長
し
て
い
た
こ
と
は
作
品
の
描
写
を
見
て
い
く
と
実
感
で

き
る
。
作
家
と
し
て
成
長
し
た
こ
と
で
自
然
描
写
を
活
用
し
、
自
己
の
感
情
を

巧
み
に
表
現
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
前
半
部
分
に
自
然
描
写
が
多
い
の
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
後
半
部
分

は
自
然
描
写
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
人
の
交
流
や
贈
答
歌
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。
後
半
部
分
に
つ
い
て
伊
藤
博
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
半
は
紀
行
文
と
い
う
よ
り
は
日
常
的
な
生
活
記
事
と
い
っ
て
よ
く
、

人
々
の
動
き
・
贈
答
歌
な
ど
が
記
事
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
か

ら
見
る
と
、
鳴
滝
籠
り
の
後
半
は
紀
行
文
と
し
て
の
性
格
が
薄
く
な
り
、

日
記
の
体
裁
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
道
綱
母
は
日
常
生
活
か
ら

脱
出
し
て
鳴
滝
に
籠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
の
生
活
が
長
引
く
に

つ
れ
て
旅
そ
の
も
の
が
日
常
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
道
綱
母
と

自
然
と
の
感
応
は
前
半
に
見
ら
れ
、
自
然
描
写
と
い
う
点
に
関
し
て
み
る

な
ら
、
後
半
は
充
足
感
に
乏
し
い
と
い
え
よ
う
か⑸
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
鳴
滝
籠
り
」
記
事
の
自
然
描
写
は
主
に
前
半
部
に
現
れ

て
お
り
、
自
然
の
把
握
を
通
し
て
自
己
の
感
情
を
も
表
現
す
る
効
果
が
あ
る
。

三　

物
詣
記
事
か
ら
見
る
作
者

次
に
『
蜻
蛉
日
記
』
全
体
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
作
者
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
き
た
い
。
ま
ず
作
者
の
筆
の
特
徴
で
も
あ
る
『
蜻
蛉
日
記
』
に
お
け
る
自
然

描
写
の
観
点
か
ら
作
者
に
注
目
す
る
。
物
詣
記
事
に
自
然
描
写
が
見
ら
れ
る
の

は
確
認
し
た
が
、
全
巻
を
通
し
て
散
文
に
も
自
然
描
写
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

物
詣
記
事
に
見
ら
れ
る
自
然
描
写
と
そ
れ
以
外
の
散
文
で
の
自
然
描
写
と
で
は

筆
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
か
。

ま
ず
、
物
詣
記
事
以
外
の
散
文
の
自
然
描
写
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ
で

は
『
蜻
蛉
日
記
』
下
巻
・
一
四
四
段
、
一
四
五
段
を
例
に
挙
げ
る
。

　

日
ご
ろ
、
い
と
風
は
や
し
と
て
、
南
面
の
格
子
は
上
げ
ぬ
を
、
今
日
、

か
う
て
見
出
だ
し
て
、
と
ば
か
り
あ
れ
ば
、
雨
よ
い
ほ
ど
に
の
ど
や
か
に

降
り
て
、
庭
う
ち
荒
れ
た
る
さ
ま
に
て
、
草
は
所
々
青
み
わ
た
り
に
け
り
。

あ
は
れ
と
見
え
た
り
。
昼
つ
か
た
、
か
へ
し
う
ち
吹
き
て
、
晴
る
る
顔
の

空
は
し
た
れ
ど
、
こ
こ
ち
あ
や
し
う
な
や
ま
し
う
て
、
暮
れ
は
つ
る
ま
で

な
が
め
暮
ら
し
つ
。
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三
日
に
な
り
ぬ
る
夜
、
降
り
け
る
雪
、
三
四
寸
ば
か
り
た
ま
り
て
、
今

も
降
る
。
簾
を
巻
き
上
げ
て
な
が
む
れ
ば
、「
あ
な
寒
」
と
言
ふ
声
、
こ

こ
か
し
こ
に
聞
こ
ゆ
。
風
さ
へ
は
や
し
。
世
の
中
い
と
あ
は
れ
な
り
。

�

（
下
巻
・
一
四
四
段
、
一
四
五
段
）

『
蜻
蛉
日
記
』
と
し
て
は
下
巻
に
入
り
、
年
が
明
け
た
。
兼
家
と
の
関
係
は
相

変
わ
ら
ず
の
状
態
で
、
道
綱
母
と
し
て
は
い
つ
訪
ね
て
く
る
の
か
、
ど
う
せ
訪

ね
て
は
こ
な
い
で
し
ょ
う
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

権
大
納
言
に
昇
進
し
た
兼
家
が
道
綱
母
の
元
を
訪
ね
て
く
る
。
兼
家
の
昇
進
が

夫
婦
間
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
て
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
道
綱
母
だ
が
、

来
て
く
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
と
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
一
夜
明
け
て
雨
が
降
っ

て
い
な
が
ら
も
あ
っ
と
い
う
間
に
帰
っ
て
し
ま
う
様
子
に
は
複
雑
な
感
情
を
抱

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
先
述
し
た
引
用
部
分
で

あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
篠
塚
純
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
ゝ
ち
あ
や
し
う
な
や
ま
し
う
て
」
の
原
因
は
何
も
書
か
れ
て
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
私
に
は
、
夫
と
久
し
ぶ
り
に
夜
を
過
ご
し
た
道
綱
母
の
余

情
が
こ
こ
に
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
夫
へ
の
甘
え
の
気
持

ち
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
夫
が
帰
っ
て
行
っ
た
後
、
一
人
残
さ
れ

た
寂
し
さ
に
通
じ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
ほ
の
か
に
兆

す
わ
が
老
い
へ
の
悲
し
さ

―
男
盛
り
の
夫
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
た
直
後

だ
け
に
、
女
の
盛
り
も
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
が
身
が
ひ
と
し
お
哀
れ

に
思
わ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
心
の
状

態
が
女
の
身
に
体
た
ち
ま
ち
響
い
て
く
る
こ
と
を
、
私
自
身
も
た
び
た
び

体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
自
分
の
思
い
を
直
接
に
筆
に

す
る
こ
と
な
く
、
春
愁
の
空
や
庭
の
風
情
に
そ
れ
と
な
く
暗
示
す
る
形
で

書
き
表
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
の
「
客
観
視
」
も
じ

つ
は
道
綱
母
自
身
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す⑹
。

同
じ
部
分
に
つ
い
て
守
屋
省
吾
氏
は
、

こ
う
い
っ
た
自
然
観
照
は
対
兼
家
記
述
に
お
け
る
情
念
的
表
現
の
減
少
と

は
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
少
な
く
と
も
以
上
見
て
き
た
ご
と
き
下
巻
の

世
界
は
、
素
材
・
表
現
態
度
と
も
ど
も
平
坦
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ
の
内
側

に
は
透
徹
し
た
自
己
凝
視
と
内
省
性
が
底
流
し
、
自
照
文
学
と
し
て
の
一

典
型
と
な
り
得
て
い
る
と
言
え
る
。「
も
の
は
か
な
き
我
が
身
の
上
」
と

い
っ
た
主
題
は
必
ず
し
も
経
験
的
に
帰
納
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
思
惟

的
、
観
念
的
に
理
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
十
五
年
間
の
結
婚

生
活
を
文
学
的
操
作
に
よ
っ
て
潤
色
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
上
巻
、

苦
悩
・
煩
悶
の
る
つ
ぼ
に
あ
え
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
故
に
、
作

品
の
世
界
は
き
わ
め
て
劇
的
で
あ
り
、
自
ず
か
ら
情
念
の
赤
裡
々
な
表
現

に
横
溢
す
る
こ
と
に
な
っ
た
中
巻
と
比
較
す
る
な
ら
ば
下
巻
の
自
照
文
学

的
進
展
度
は
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
そ
う
い
っ
た
下
巻
の
世
界
が
、
道
綱
母
の
明

確
な
志
向
性
に
よ
っ
て
形
造
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
兼
家
と

の
結
婚
生
活
約
十
八
年
間
の
経
験
と
上
・
中
巻
執
筆
と
い
う
文
学
的
営
み

と
が
両
々
相
侯
っ
て
自
ら
そ
う
い
っ
た
文
学
的
方
法
を
獲
得
す
る
に
至
っ

た
か
で
あ
る⑺
。
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と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
意
見
に
私
も
同
様
な
考
え
を
持
つ
。
道
綱
母
に
と
っ
て
、

兼
家
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
こ
と
は
女
と
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
久
し
ぶ
り
に
共
に
過
ご
し
た
兼
家
の
様
子
を
道
綱
母
は
し
っ
か
り

と
心
に
残
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
兼
家
の
姿
が
鮮
明
に
、
そ
し
て
そ
の
情
景

が
具
体
的
か
つ
立
体
的
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
書

け
る
ほ
ど
じ
っ
く
り
兼
家
の
こ
と
を
見
て
心
に
残
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ

に
続
く
書
き
ぶ
り
に
道
綱
母
の
兼
家
に
対
す
る
複
雑
な
心
境
が
反
映
し
、
間
接

的
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
兼
家
が
帰
っ
た
後
に
降
る
雨
、
そ
れ
が
雪

と
な
り
加
え
て
風
も
激
し
く
吹
い
て
く
る
。
そ
こ
に
は
兼
家
が
来
た
こ
と
に

よ
っ
て
再
び
愛
欲
地
獄
の
中
へ
と
入
る
こ
と
に
な
り
心
を
乱
さ
れ
た
道
綱
母
の

心
象
、「
世
の
中
い
と
あ
は
れ
な
り
」（
下
巻
・
一
四
五
段
）
に
込
め
ら
れ
た
風

情
を
感
じ
る
と
同
時
に
襲
っ
て
く
る
悲
哀
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
の
場
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
世
の
中
い
と
あ
は
れ
な
り
」（
下

巻
・
一
四
五
段
）
は
、
雪
景
色
や
侍
女
た
ち
の
声
な
ど
の
様
子
や
そ
れ
を
眺
め

て
い
る
自
分
を
書
き
記
し
た
う
え
で
の
道
綱
母
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。「
世
の
中
」
と
い
う
語
は
目
に
触
れ
心
に
触
れ
る
も
の
す
べ
て
や
道

綱
母
を
取
り
巻
く
環
境
、
自
然
界
と
い
う
漠
然
と
し
た
広
い
意
味
が
含
ま
れ
て

い
て
、
し
み
じ
み
と
し
た
自
然
の
景
観
や
世
間
の
風
情
、
ま
た
寂
寞
た
る
作
者

の
生
そ
の
も
の
を
も
、「
世
の
中
い
と
あ
は
れ
な
り
」
が
す
べ
て
総
括
し
て
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
中
巻
部
・
鳴
滝
参
詣
の
場
面
の
自
然
描
写
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
こ

に
は
自
然
の
景
物
に
自
己
を
投
影
す
る
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
「
雨
」

の
描
写
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
例
を
挙
げ
る
と

「
例
の
時
し
も
あ
れ
、
雨
い
た
く
降
り
、
雷
い
と
い
た
く
鳴
る
を
、
胸
塞
が
り

て
嘆
く
。」（
中
巻
・
一
二
一
段
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
鳴
滝
参
詣
中
の
毎
回

の
日
記
に
天
候
に
つ
い
て
の
描
写
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
天
候
が
左

右
さ
れ
や
す
い
山
の
天
気
を
あ
え
て
日
記
に
書
く
こ
と
で
、
道
綱
母
が
抱
く
複

雑
な
心
情
が
無
意
識
化
で
情
景
描
写
に
投
影
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
に
作
用
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
純
粋
に
天
候
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
場
合
も
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
解
釈
が
難
し
い
部
分
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
鳴
滝

参
詣
の
場
面
で
は
引
歌
表
現
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
単
に
古
歌

を
引
い
て
き
て
文
中
に
織
り
交
ぜ
た
の
で
は
な
く
、
引
歌
が
煩
わ
し
さ
を
持
た

ず
、
ぎ
こ
ち
な
さ
も
作
ら
ず
自
然
な
流
れ
で
文
章
が
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら

歌
人
と
し
て
の
顔
も
持
つ
道
綱
母
の
技
量
が
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
蜻
蛉
日
記
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
自
然
描
写
に
は
、
物

詣
記
事
・
散
文
に
問
わ
ず
、
作
中
人
物
の
心
情
を
よ
り
効
果
的
に
表
す
働
き
を

し
て
い
る
と
考
え
る
。
様
々
な
表
現
技
巧
を
用
い
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
作
品

で
あ
る
が
、
ど
れ
も
引
っ
か
か
る
こ
と
な
く
自
然
な
流
れ
で
使
用
さ
れ
て
い
る

の
だ
。
効
果
的
に
使
用
さ
れ
る
自
然
描
写
や
色
彩
に
こ
だ
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る

描
写
、
和
歌
の
伝
統
を
も
超
え
る
よ
う
な
独
自
の
世
界
観
か
ら
道
綱
母
の
持
つ

美
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
歌
人
と
し
て
の
顔
を
持
つ
道
綱
母
だ
か
ら
こ
そ
の
世

界
観
や
深
い
描
写
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
歌
人
と
し
て
も
有
名
な
道
綱
母
だ
が
、
散
文
で
『
蜻
蛉
日
記
』
を
書
き

あ
げ
た
。
作
者
の
高
い
知
識
と
文
才
が
あ
っ
て
こ
そ
引
歌
が
生
き
感
情
を
的
確

に
表
現
す
る
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
上
・
中
・
下
巻
に
書
か
れ
て

い
る
和
歌
に
注
目
し
て
、
作
者
・
道
綱
母
を
考
察
し
て
い
く
。
抽
出
す
る
和
歌

は
道
綱
母
が
詠
ん
だ
も
の
と
す
る
（
物
詣
に
付
す
番
号
は
資
料
一
を
参
照
す

る
）。
ま
ず
上
巻
で
は
、
②
山
寺
詣
四
首
、
③
稲
荷
詣
三
首
・
賀
茂
詣
四
首
、

④
初
瀬
詣
一
首
の
計
十
二
首
。
中
巻
で
は
、
⑤
唐
崎
祓
一
首
、
⑧
鳴
滝
籠
り
四
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首
、
⑨
初
瀬
詣
一
首
の
計
六
首
。
下
巻
で
は
⑮
人
目
に
付
か
な
い
所
一
首
、
⑰

奥
山
詣
一
首
、
⑱
稲
荷
詣
三
首
の
計
五
首
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
上
巻
部
に
一
番
多
く
和
歌
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
散
文
で
表
現
す
る
よ
り
も
和
歌
で

表
現
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
道
綱
母
が
本
作
品
を
執
筆
し
た
当
時
、
家
集

で
は
な
い
形
で
書
く
に
し
て
も
和
歌
的
に
書
く
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
と
想
像

で
き
る
。
増
田
繁
夫
氏
は
『
和
歌
と
物
語
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

だ
が
「
日
記
」
は
も
と
も
と
外
界
の
物
事
を
記
録
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
人
間
の
心
の
表
出
表
現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
当
時
の
意

志
や
感
情
な
ど
の
内
面
世
界
の
表
現
は
も
っ
ぱ
ら
歌
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
記
が
和
歌
的
な
文
体
で
始
ま
っ
た
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
外
的
世
界
の
記
述
で
は
な
し
に
、
内
面
の
複
雑
な
感
情
や
ま
と

ま
っ
た
主
張
な
ど
を
、
前
例
の
乏
し
い
散
文
で
書
く
の
が
い
か
に
難
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
か
は
、
こ
の
日
記
の
序
文
の
た
ど
た
ど
し
さ
か
ら
も
う
か

が
わ
れ
る
。

　

上
巻
の
多
く
の
歌
は
、
単
に
実
際
の
生
活
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
日
記
に
書
き
記
し
た
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
歌
を
記
す
こ
と

で
そ
の
物
事
に
つ
い
て
の
感
情
の
側
面
を
表
現
す
る
と
い
う
作
品
の
内
容

に
も
積
極
的
な
機
能
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る⑻
。

当
時
は
和
歌
に
感
情
を
の
せ
て
表
現
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
、
夫
婦
の
言
い

合
い
も
和
歌
で
言
い
争
う
よ
う
な
描
写
か
ら
も
、
道
綱
母
に
と
っ
て
一
番
自
己

の
感
情
を
表
す
の
に
和
歌
が
有
効
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

る
と
、
日
記
に
書
か
れ
る
歌
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
歌
以
外
の
部
分
も
和
歌
的
な

性
格
を
持
っ
て
し
ま
う
の
も
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
道
綱
母
は
そ
こ

で
と
ど
ま
ら
ず
に
、
歌
を
含
ま
な
い
記
事
や
和
歌
的
で
な
い
記
事
の
執
筆
も
見

ら
れ
る
。
増
田
繁
夫
氏
は
町
の
小
路
の
女
へ
の
激
し
い
憎
悪
の
心
を
記
し
た
記

事
を
例
示
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

筆
者
が
こ
の
町
の
小
路
の
女
へ
の
激
し
い
感
情
を
、
和
歌
的
な
表
現
に
ま

で
転
移
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
常
語
的
な
態
度
そ
の
ま
ま
に
書
い
た

こ
と
が
、
新
し
い
散
文
的
な
領
域
を
掘
り
当
て
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る⑼
。

兼
家
と
の
夫
婦
関
係
や
兼
家
を
取
り
巻
く
他
の
女
性
の
存
在
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
嫉
妬
や
憎
し
み
の
感
情
が
、
作
者
と
し
て
の
道
綱
母
を
成
長
さ
せ
る
一
要
因

と
な
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
上
巻
と
比
較
し
て
中
巻
の
物
詣
記
事
に
は
和
歌
が
あ
ま
り
書
か
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
増
田
繁
夫
氏
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
蜻
蛉
日
記
』
の
筆
者
が
物
詣
で
に
出
た
時
に
歌
を
詠
ま
な
か
っ
た
の
は
、

当
時
の
歌
が
対
象
を
普
遍
的
な
姿
に
様
式
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
日
ご
ろ
室
内
の
閉
じ
ら
れ
た
狭
い
空
間
に
身
を
お
い
て
い

る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
物
詣
で
の
道
す
が
ら
目
に
す
る
こ
の
世
界
の
個
別

性
具
体
性
は
あ
ま
り
に
も
豊
か
で
、
和
歌
の
様
式
へ
抽
象
化
す
る
こ
と
が

手
に
余
っ
た
の
で
あ
る⑽
。

歌
が
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
反
面
、
風
景
や
風
物
を
見
た
時
の
感
動
が
鮮
明

に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
物
詣
に
よ
っ
て
日
ご
ろ
狭
い
世
界
に
い
る
作
者
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が
得
た
開
放
感
に
よ
る
。
ま
た
、
道
綱
母
は
歌
人
と
し
て
の
和
歌
の
心
得
・
知

識
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
知
識
量
に
よ
っ
て
散
文
と
い
う
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
和
歌
的
表
現
で
の
文
章
や
、
和
歌
と
散
文
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ

と
な
く
共
存
し
得
る
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
引
歌
表
現
」
は
そ
の
代
表
と
も
い
え
る
。「
引
歌
表
現
」
は
和
歌
で
し

か
感
情
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
場
面
で
も
、
歌
人
と
し
て
、
歌
語
の
一
つ
一
つ

を
自
然
に
散
文
に
あ
て
は
め
る
よ
う
に
し
、
そ
し
て
少
な
い
文
字
数
に
感
情
を

の
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
詳
細
な
描
写
を
可
能
に
し
た
と
推
測
す
る
。

四
『
蜻
蛉
日
記
』
の
物
詣
記
事
の
在
り
方

最
後
に
、『
蜻
蛉
日
記
』
内
に
お
け
る
物
詣
記
事
の
存
在
意
義
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
動
機
に
注
目
す
る
と
、
上
巻
は
自
ら
思
い
立
っ
て

の
物
詣
で
あ
り
、
中
巻
は
道
綱
母
の
意
志
の
強
さ
が
垣
間
見
え
る
が
上
巻
か
ら

受
け
継
い
だ
自
発
的
な
動
機
で
物
詣
を
決
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
中
巻
に
記
さ

れ
る
「
鳴
滝
籠
り
」
が
『
蜻
蛉
日
記
』
全
体
を
通
じ
て
の
頂
点
と
言
わ
れ
る
。

対
し
て
下
巻
は
ほ
と
ん
ど
周
り
の
人
の
誘
い
を
受
け
同
行
す
る
と
い
う
形
な
の

だ
。
自
ら
思
い
立
っ
て
決
行
す
る
と
い
う
上
巻
・
中
巻
で
の
物
詣
と
は
異
な
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
下
巻
の
描
写
が
よ
り
日
記
的
な
文
章
に
な
り
記
事
も

簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
所
か
ら
も
想
像
で
き
る
。
物
詣
を
決
行
す
る
動
機
の
根

底
に
は
、
道
綱
母
が
兼
家
や
他
の
妻
た
ち
に
対
し
て
抱
く
妬
み
、
嫉
み
、
悲
し

み
、
苦
し
み
と
い
っ
た
感
情
が
い
つ
も
ひ
そ
ん
で
い
た
。
特
に
上
巻
か
ら
中
巻

「
鳴
滝
籠
り
」
ま
で
（
①
～
⑧
）
の
物
詣
記
事
に
は
兼
家
と
の
関
係
が
悪
化
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
や
他
の
妻
の
存
在
へ
の
劣
等
感
、
焦
り
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
こ
と
か
ら
も
、
道
綱
母
の
大
き
く
揺
れ
動
く
感
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
感
情
に
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
時
、
心
の
解
放
を
求
め
て
物
詣
を
す

る
た
め
の
動
機
と
な
る
の
だ
。
一
方
中
巻
「
再
度
の
初
瀬
詣
」
か
ら
下
巻
（
⑨

～
⑱
）
ま
で
の
物
詣
記
事
は
、
作
品
の
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
「
鳴
滝
籠
り
」

を
経
験
し
た
後
の
物
詣
に
な
っ
て
い
る
。「
鳴
滝
籠
り
」
で
兼
家
と
の
気
持
ち

に
整
理
が
つ
い
た
か
ら
な
の
か
、
物
詣
の
動
機
に
自
主
的
な
感
情
が
入
る
こ
と

は
な
い
。
兼
家
を
思
っ
て
つ
ら
く
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
動
機
と
な
り
得
る
ま
で
の
大
き
さ
で
は
な
い
の
だ
。
道
綱
母
自
身
も
物

詣
に
対
す
る
目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
る
。

次
に
物
詣
の
行
き
先
（
対
象
）
に
注
目
す
る
。『
蜻
蛉
日
記
』
全
体
で
計
十

八
回
の
物
詣
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
は
っ
き
り
明
示
さ
れ

て
い
る
場
合
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
明
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
道
綱
母
に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
重
要
な
物
詣
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
例
と
し
て
上
巻
の
①
②
山
寺
詣
③
稲

荷
・
賀
茂
詣
が
挙
げ
ら
れ
る
。
内
容
を
読
ん
で
対
象
と
な
る
場
所
は
推
測
で
き

る
が
、
例
に
挙
げ
た
三
つ
は
ど
れ
も
京
の
地
で
の
物
詣
で
あ
る
。
①
山
寺
詣
は

「
例
も
も
の
す
る
山
寺
」（
上
巻
・
三
五
段
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
ま
で
に
も
何
度
か
訪
ね
た
こ
と
の
あ
る
場
所
だ
と
分
か
る
。
そ
れ
は
①
山
寺

だ
け
に
限
ら
な
い
と
推
測
で
き
る
。
道
綱
母
に
と
っ
て
自
邸
近
辺
と
も
い
え
る

地
で
の
物
詣
は
、
日
常
生
活
の
一
部
で
あ
り
何
度
も
行
っ
た
物
詣
の
一
つ
に
過

ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
ま
り
重
点
を
置
く
よ
う
な
物
詣
で
な
か
っ
た
と
仮

定
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
道
綱
母
の
心
を
動
か

す
出
来
事
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。
兼
家
と
と
も
に
参
詣
し

た
り
、
母
の
死
や
和
歌
の
奉
納
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
い
つ
も
と
は
違
う
何
か

が
起
こ
っ
た
時
、
物
詣
記
事
と
な
り
記
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。

さ
ら
に
物
詣
の
中
に
あ
る
和
歌
に
注
目
す
る
と
、
上
巻
部
に
一
番
多
く
和
歌
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が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
散
文
で
表
現
す
る
よ
り
も
和
歌
で
表
現

す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
道
綱
母
が
本
作
品
を
執
筆
し
た
当
時
、
家
集
で
は

な
い
形
で
書
く
に
し
て
も
和
歌
的
に
書
く
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

歌
人
で
も
あ
る
道
綱
母
に
と
っ
て
一
番
自
分
の
感
情
を
表
現
で
き
る
の
は
和
歌

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
記
事
に
和
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
上
・
中
・
下
巻
の
ど
こ
か
の
記
事
に
は
和
歌
が
使
わ
れ
て
い
る
。

自
分
の
感
情
を
的
確
に
表
現
す
る
道
具
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
物
詣
は
一
種
の
旅
的
要
素
を
含
む
た
め
、
作
品
に
行
楽

的
な
彩
を
そ
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
普
段
自
由
に
行
動
が
で
き
ず
狭
い

世
界
で
暮
ら
す
平
安
貴
族
女
性
に
と
っ
て
物
詣
（
旅
）
は
、
す
べ
て
が
新
鮮
で

解
放
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
物
詣
の
宗
教
的
面
で
苦
悩
か
ら
の
解
脱
を

は
か
り
、
そ
の
道
中
の
旅
的
一
面
で
気
持
ち
を
晴
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自

分
を
解
放
し
て
い
く
中
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
実
や
感
情
を
文
字
や
文
章
に

お
こ
し
て
い
く
。
心
の
う
ち
で
は
解
決
で
き
な
い
・
表
現
で
き
な
い
こ
と
で

あ
っ
て
も
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
気
持
を
出
し
、
整
理
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
自
己
を
投
影
し
た
感
情
を
表
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
あ

ま
り
自
由
が
な
い
生
活
を
送
る
作
者
に
と
っ
て
、
物
詣
で
は
思
い
悩
み
苦
し
む

自
分
を
解
放
さ
せ
る
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
、
物
詣
は
思
い
悩
み
続
け
る
つ
ら
い
気
持
や
願
い
を
成
就

さ
せ
る
た
め
、
ま
た
行
楽
的
要
素
も
含
む
こ
と
か
ら
旅
で
気
持
ち
を
晴
ら
す
と

い
う
面
で
作
品
を
彩
っ
て
い
る
。
道
綱
母
は
思
い
悩
み
つ
ら
く
て
ど
う
し
よ
う

も
な
い
状
態
に
陥
っ
た
時
、
物
詣
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
己
解
決
で
き
な

い
苦
し
み
を
物
詣
の
対
象
で
あ
る
神
仏
に
ゆ
だ
ね
、
嘆
き
苦
し
み
か
ら
の
解
脱

に
努
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
作
品
内
で
は
神
仏
に
記
録
の
焦
点
を
当
て
る
の

で
は
な
く
、
寺
社
へ
参
詣
す
る
道
中
の
風
物
や
景
物
と
い
っ
た
自
然
描
写
に

よ
っ
て
そ
の
物
詣
記
事
の
存
在
感
が
高
ま
る
。

ま
た
歌
人
と
し
て
の
知
識
と
文
才
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
、
散
文
に
も
和
歌

に
も
そ
の
知
識
が
反
映
さ
れ
一
つ
一
つ
の
描
写
が
深
く
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
し
た
。
道
綱
母
の
自
然
描
写
に
は
、
作
中
人
物
の
心
情
を
よ
り
効
果
的

に
表
す
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
る
。
歌
人
と
し
て
の
力
量
を
う
ま
く
活
用
し
、

散
文
に
和
歌
的
描
写
を
自
然
な
流
れ
で
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
効
果
的
に

使
用
さ
れ
る
自
然
描
写
や
色
彩
に
こ
だ
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
描
写
、
そ
し
て
こ

こ
ぞ
と
い
う
時
に
和
歌
を
用
い
て
文
章
を
彩
る
書
き
方
に
は
、
和
歌
の
伝
統
を

も
超
え
る
よ
う
な
独
自
の
世
界
観
か
ら
道
綱
母
の
持
つ
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
る

と
考
え
る
。
歌
人
と
し
て
の
顔
を
持
つ
道
綱
母
だ
か
ら
こ
そ
の
世
界
観
や
深
い

描
写
に
繋
が
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
道
綱
母
は
日
記
を
書
く
こ
と
で
、
自
分
の
感
情
を
整
理
し
、

客
観
化
し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
代
に
比
べ
た
ら
行
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
平
安
朝
の
女
性
た
ち
が
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
神
聖

な
場
所
に
自
ら
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
物
詣
の
意
義
を
検
討
し
た
。
作
者
及
び

当
時
の
特
に
女
性
に
と
っ
て
物
詣
が
生
き
る
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
行
動
、

行
事
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
記
事
の
検
討
に
よ
っ
て
、
作
者
の
特
徴

的
な
執
筆
方
法
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
作
者
の
自
然

と
人
事
を
融
合
さ
せ
る
特
徴
的
な
表
現
―
『
源
氏
物
語
』
に
繋
が
る
も
の
―
の

開
拓
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
物
詣
と
は
あ
く
ま
で
も
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
日
常
生
活
の
一
部

で
あ
る
。
日
常
的
に
何
事
も
な
く
や
り
過
ご
し
て
い
る
出
来
事
に
非
日
常
の
外

的
要
因
が
働
き
か
け
出
来
事
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
物
詣
は
人
々
の
印
象
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に
残
る
も
の
と
な
り
、
ひ
と
つ
の
記
事
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
物
詣
記
事
は

旅
と
い
う
行
楽
的
要
素
と
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
ら
な
い
心
身
の
解
放
と

い
っ
た
宗
教
的
要
素
が
融
合
し
て
、
日
記
内
で
は
一
つ
の
転
換
点
と
し
て
作
品

に
働
き
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
⑴　

沢
田
正
子
「
女
人
と
物
詣
」（『
国
文
学
』
七
一
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

⑵　

増
田
繁
夫
『
日
本
の
作
家
９　

蜻
蛉
日
記
作
者　

右
大
将
道
綱
母
』（
新
典
社
、

一
九
八
三
年
）

⑶　

白
井
た
つ
子
・
新
田
孝
子
『
蜻
蛉
日
記
の
風
姿
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
六
年
）

⑷　

渋
谷
孝
「
作
品
形
成
の
契
機　

蜻
蛉
日
記
：
物
詣
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の

研
究
』
二
六
巻
一
号
、
一
九
八
一
年
一
月
）

⑸　

伊
藤
博
『
蜻
蛉
日
記
研
究
序
説
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
）

⑹　

篠
塚
純
子
『
蜻
蛉
日
記
の
心
と
表
現
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
）

⑺　

守
屋
省
吾
『
蜻
蛉
日
記
形
成
論
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）

⑻　

増
田
繁
夫
「
日
記
文
学
と
和
歌
―
蜻
蛉
日
記
の
形
成
―
」（『
和
歌
文
学
論
集
』
編

集
委
員
会
編
『
和
歌
と
物
語
』
所
収
、
風
間
書
房
、
一
九
九
三
年
）

⑼　

⑻
と
同
じ

⑽　

⑻
と
同
じ

※
本
論
に
お
け
る
『
蜻
蛉
日
記
』
本
文
引
用
・
段
落
番
号
・
現
代
語
訳
は
、
川
村
裕
子

訳
注
『
蜻
蛉
日
記
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。
ま

た
、
引
用
文
の
必
要
箇
所
に
あ
る
傍
線
・
囲
み
線
は
適
宜
付
し
た
。

受　

贈　

雑　

誌
（
一
）

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究	

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
教
育
専
攻

愛
知
県
立
大
学
説
林	

愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文	

愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会

愛
知
大
學
國
文
學	

愛
知
大
學
國
文
學
會

愛
文	

愛
媛
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
会

青
山
語
文	

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会

宇
大
国
語
論
究	

宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会

歌
子	

実
践
女
子
短
期
大
学
部
日
本
語
コ
ミ

	

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
研
究
室

愛
媛
国
文
研
究	

愛
媛
国
語
国
文
学
会

	

愛
媛
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語

	

部
会

愛
媛
国
文
と
教
育	

愛
媛
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会

大
妻
国
文	

大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会

大
妻
女
子
大
学
紀
要	

大
妻
女
子
大
学

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研	

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研

究
所
研
究
所
年
報	

究
所

岡
大
国
文
論
稿	

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会

大
阪
大
谷
国
文	

大
阪
大
谷
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

お
茶
の
水
女
子
大
学
國
文	

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

香
川
大
学
国
文
研
究	

香
川
大
学
国
文
学
会


